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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、タンパク質チロシンキナーゼファミリーのエフリン受容体サブファミリーに属します。EPHおよびEPH関連受容体は、特に神経系において、発達過程の媒介に関与していることが示唆されています。EPHサブファミリーの受容体は、典型的には単一のキナーゼドメインと、システインリッチドメインおよび2つのフィブロネクチンタイプIIIリピートを含む細胞外領域を有します。エフリン受容体は、細胞外ドメイン配列の類似性とエフリンAおよびエフリンBリガンドへの結合親和性に基づいて、2つのグループに分類されます。この遺伝子には、異なるアイソフォームをコードする複数の転写バリアントが見つかっています。 [RefSeq提供、2015年1月],触媒活性：ATP + a [タンパク質]-L-チロシン = ADP + a [タンパク質]-L-チロシンリン酸。,ドメイン：タンパク質キナーゼドメインは、NGEF/エフェキシン-1との相互作用を媒介します。,機能：エフリンAファミリーのメンバーの受容体。エフリンA1、-A4、-A5に結合します。エフリンA2および-A3とは結合しにくくなります。後脳のパターン形成に関与するシグナル伝達プロセスで役割を果たす可能性があります。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Tyrタンパク質キナーゼファミリー。,類似性：タンパク質キナーゼスーパーファミリーに属します。Tyrタンパク質キナーゼファミリー。エフリン受容体サブファミリー。,類似性：1つのタンパク質キナーゼドメインを含む。,類似性：1つのSAM（無菌αモチーフ）ドメインを含む。,類似性：2つのフィブロネクチンIII型ドメインを含む。,サブユニット：SRCファミリーキナーゼp59-Fynの主要リン酸化部位であるTyr-602を介して相互作用する。NGEF/エフェキシン-1と相互作用する。,組織特異性：普遍的。,
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